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我が国の
留学生政策

平成18年12月5日(火)
文部科学省学生支援課
留学生交流室長

池 田 輝 司

1. 「留学生受入れ10万人計画」とその後

2. 留学生政策の現状と課題

3. 「外国人受入れ」の観点から

留学生交流の意義

諸外国との相互理解の増進
と人的ネットワークの形成

途上国等の人材育成・
知的国際貢献

(日本自身あるいは日本の
大学等の)国際化や国際競
争力の強化

安定した国際関係づくりの基礎

留学生交流の本来的意義

高等教育の機会提供

人類共有の知的財産の創造

我が国の知的存在感の増大

国際的に通用し、リーダーと成り得
る日本人の育成

国際的競争環境の形成を通じ、
教育研究における国際的通用性・
共通性を向上

今後は、日本自身の国際化や国際競争力の強化にプラスになる
かどうかを重視することが必要

留学生受入れ10万人計画
○昭和58年策定

○21世紀初頭に10万人の留学生受入れを目指す

○文部科学省では、本計画に基づき、渡日前から
帰国後までの体系的な留学生受入れのための諸施
策の充実に努力

○その結果、平成15年(2003年)に留学生数は
約11万人となり、目標の10万人を達成

新たな留学生政策の展開について(答申)
～中央教育審議会大学分科会留学生部会～

新たな留学生政策の基本的方向として

①これまでの受入れ中心の留学生政策につ

いて相互交流を重視し、受入れ・派遣の両面
での一層の交流の推進

②留学生の質の確保及び受入れ体制の充実

③日本学生支援機構を中核とした留学生に
対する施策の総合的実施

10万人計画達成後の基本方針

1 外国人留学生受入れの一層の推進
大学等の在学者に占める留学生の割合が欧米先進国並み
の水準に近づくよう、各大学の特色ある優秀な留学生受入れ
の取り組みを支援。

２ 外国人留学生受入れの質的充実

各大学の適切な入学者選抜、在籍管理等の取り組みの推
進や、関係機関が連携した留学生受入れの質的充実が図ら
れる取り組みの強化。

積極的に世界各国から優秀な留学生を日本に引き付けるこ
とを考慮。
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留学生交流の課題とその対応
○留学生受入れ数の量的拡大

留学生は着実に増加し「留学生受入れ10万人計画」を達成したが、
大学等の在学者に占める留学生の割合が欧米先進国並みの水準

になるよう受入れを更に拡大していく必要がある。

【対応策】

① 我が国の大学が留学生にとってより魅力ある ものとなることを目指した

教育研究水準の一層の向上

② 海外における日本留学説明会の開催など留学情報の提供・相談体制

の強化

③ 私費外国人留学生に対する奨学金の充実

※民間団体等による奨学金・・・・奨学金を支給している地方公共団体等の数
23地方自治体、30自治体系国際交流団体( H16年実績)

大学等による奨学金・・・奨学金を支給している大学等の数208校( H16年度実績)
民間団体による奨学金・・・奨学団体数150団体( H16年度実績)(うち、渡日前に奨学金を予約できる16団体を含む)

○外国人留学生の質の一層の向上

・ 留学生の不法残留や犯罪が増加しており、また、大学が定員確

保のための安易な受入れをする傾向がみられることから、勉学意欲
に欠ける留学生を受け入れないようにすることが必要である。 (平成
17年1月の総務省による留学生の受入れに関する政策評価におい
ても、留学生の質の向上へ重点を移すことが必要である旨指摘 )

・世界各国から優秀な留学生をより積極的に日本に引きつける必要
がある。

【対応策】

① 平成17年1月、各大学に対して改めて通知を発出し、経済的基盤の確認を含む
一層厳格な入学者選抜の実施や、きめ細かい在籍管理を行うよう指導するとともに、
文部科学省のほか地方入国管理局にも大学者等について報告するよう指導

② 留学を円滑に実施するため、国内外で(独)日本学生支援機構が実施する日本留
学試験の更なる普及

③ 成績基準の明確化など国費外国人留学生の選抜方法の改善(17年度から実施)

○日本から海外への留学生数の拡大

・ 我が国の国際競争力の強化やグローバル化した社会で活躍でき
る人材を育成するという観点から、より多くの日本人学生が短期留
学や学位取得を目指して海外留学を経験できるよう、国として支援を
する必要がある。

【対応策】

① 海外の大学院等において学位取得や専門分野の研究をさせるための奨学金等
を支給する「長期海外留学支援事業」、大学間交流協定等に基づき1年以内の短期
間留学する学部・大学院生を支援する「短期留学推進制度(派遣)」の充実

② 我が国から諸外国の大学・大学院への留学を希望する者に対する (独)日本学生
支援機構の「日本学生支援機構奨学金貸与制度(有利子)」の充実

③ 地方自治体による奨学金制度(13自治体)や民間団体による奨学金制度(33団
体)も有り

※ このほか、外国政府や外国政府関係団体が、その国・地域の大学等へ留学
する日本人を対象に奨学金事業を実施するものもある。(58奨学金)

○帰国後のフォローアップの充実

・ 諸外国との親密な人的ネットワークを形成するという留学生交流
の意義を高めるため、留学生が帰国した後についてのフォローアッ
プの充実を図る必要がある。

【対応策】

① (独 )日本学生支援機構の行う帰国留学生に対する支援事業の充実

② 留学生名簿作成や国別同窓会結成、ホームページによる情報提供等を

通じた各大学における フォローアップ事業の奨励

主要国の留学生受入れの状況
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全学生に占める留学生の割合が先進諸国に比べ低い
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全世界の留学生数の状況全世界の留学生数の状況(2 003(2003年年OECDOE CD統計より統計より))

○受入国別留学生数〔総計2,117,468人〕 ○派遣国別留学生数〔総計2,117,468人〕
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国別の留学生受入国の状況国別の留学生受入国の状況 留学生数の推移
(各年5月1日現在)
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留学生総数

私費外国人留学生数
国費外国人留学生数

外国政府派遣留学生数

対前年度3.8%、
4,510人増

出身地域別留学生数
平成17年5月1日現在総数 121,812人

500人 (0.4%)

1.024人 (0.8%)

1,925人 (1.6%)
656人 (0.5%)

957人 (0.8%)

3,106人 (2.5%)

113,644人
(93.3%)

出身国・地域別留学生数

留学生数留学生数国・地域名国・地域名留学生数留学生数国・地域名国・地域名

1,4881,488ｲﾝﾄﾞﾈｼｱｲﾝﾄﾞﾈｼｱ15,60615,606韓韓 国国

1,6461,646米米 国国80,59280,592中中 国国

121,812121,812合合 計計1,7341,734タタ イイ

10,49810,498その他その他1,7451,745ベトナムベトナム

924924モンゴルモンゴル2,1142,114ﾏﾚｰｼｱﾏﾚｰｼｱ

1,3311,331ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼ ｭﾊ ﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼ ｭ4,1344,134台台 湾湾

平成1７年5月1日現在

全
体
の
八
割
以
上
を
占
め
る

準備教育課程

1.3 %

短期大学
3.0%

高等専門学校

0. 4%
専修学校
20 .7%

大学院
24 .9%

学部
50.2%

在学段階別留学生数

61,152人
30,278人

25,197人

1,563人

3,091人

531人

平成17年5月1日現在総数 121,812人

専攻分野別留学生数
平成17年5月1日現在

理学

1.3 %

家政

2. 5%

医歯薬等

2. 5%
工学
14.6%

農学

2 .3%

その他
11.8%

芸術

2. 9%
教員養成等

2. 9%

社会科学
36.5 %

人文科学
22 .7%

44,422人

27,670人17,763人

14,326人

3,565人
3,569人

3,052人

3,023人
2,858人

1,564人総数 121,812人
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大学別留学生数

612612上武大学上武大学982982東京工業大学東京工業大学

617617中央大学中央大学1,0261,026流通経済大学流通経済大学

622622東京外国語大学東京外国語大学1,0291,029大阪大学大阪大学

625625秀明大学秀明大学1,0711,071国士舘大学国士舘大学

640640城西国際大学城西国際大学1,0841,084拓殖大学拓殖大学

724724慶應義塾大学慶應義塾大学1,1001,100日本大学日本大学

736736明海大学明海大学1,1031,103九州大学九州大学

746746広島大学広島大学1,1501,150名古屋大学名古屋大学

769769北海道大学北海道大学1,1631,163筑波大学筑波大学

留学生数留学生数大大 学学 名名留学生数留学生数大大 学学 名名

883883東京国際大学東京国際大学1,9491,949早稲田大学早稲田大学

963963神戸大学神戸大学2,1112,111東京大学東京大学

792792横浜国立大学横浜国立大学1,1731,173東北大学東北大学

808808帝京大学帝京大学1,2271,227京都大学京都大学

818818千葉大学千葉大学1,2591,259大阪産業大学大阪産業大学

836836立命館大学立命館大学1,8841,884立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学立命館ｱｼﾞｱ太平洋大学

平成17年5月1日現在

28, 90 328, 90 33,9 42 3,9 42 1 00. 0 1 00. 0 24, 96 1 24, 96 1 1 7. 01 7. 04,2 37 4,2 37 0. 50. 513 613 60. 50. 51181180. 70. 71711711 2. 61 2. 63,14 93,14 945. 945. 911,4 4511,4 4522. 922. 95,7 055,7 05
合計合計

1,52 51,52 526 26 1 00. 0 1 00. 0 1,49 9 1,49 9 1 2. 11 2. 1181 181 0. 30. 3550. 00. 0000. 40. 4662. 62. 6393983. 783. 71,25 41,25 40. 90. 91414準備教育機関準備教育機関

9,0 619,0 6169 7 69 7 1 00. 0 1 00. 0 8,3 64 8,3 64 1 3. 21 3. 21,10 4 1,10 4 0. 40. 431310. 20. 217171 . 01 . 080801 0. 21 0. 285 585 560. 160. 15,0 295,0 291 4. 91 4. 91,24 81,24 8専修学校専修学校 ((専門専門
課程課程 ))

12 612 62 2 1 00. 0 1 00. 0 12 4 12 4 0. 80. 81 1 0. 00. 0000. 00. 0000. 80. 8110. 00. 00091 . 991 . 91141146. 56. 588高等専門学校高等専門学校

1,34 31,34 394 94 1 00. 0 1 00. 0 1,24 9 1,24 9 1 5. 81 5. 819 7 19 7 0. 60. 6880. 00. 0001 . 41 . 417175. 85. 8737361 . 261 . 276 576 51 5. 11 5. 118 918 9短期大学短期大学

2,4 042,4 0455 5 55 5 1 00. 0 1 00. 0 1,84 9 1,84 9 21 . 721 . 740 2 40 2 0. 60. 611113. 13. 158580. 40. 48840. 240. 274 474 42. 72. 7494931 . 231 . 257 757 7大学院大学院
（博士）（博士）

5,8 045,8 041,18 1 1,18 1 1 00. 0 1 00. 0 4,6 23 4,6 23 1 6. 51 6. 576 1 76 1 0. 50. 522220. 50. 521210. 60. 629291 8. 21 8. 284 084 033. 033. 01,52 61,52 630. 830. 81,42 41,42 4大学院大学院
（修士）（修士）

8,6 408,6 401,38 7 1,38 7 1 00. 0 1 00. 0 7,2 53 7,2 53 21 . 921 . 91,59 1 1,59 1 0. 80. 859590. 30. 322220. 40. 430308. 28. 259 859 837. 337. 32,7 082,7 0831 . 031 . 02,2 452,2 45大学学部大学学部

人数人数人数人数％％人数人数％％人数人数％％人数人数％％人数人数％％人数人数％％人数人数％％人数人数％％人数人数

進学進学就職就職進学進学就職就職進学進学就職就職

卒業卒業
（修了）（修了）

留学生留学生
総数総数

不明不明小計小計その他その他

日本・出身日本・出身
国（地域）以外国（地域）以外

出身国（地域）出身国（地域）日本国内日本国内

進路進路

在学段階在学段階

平成16年度に卒業（修了）した外国人留学生の進路状況

平成16年度に卒業（修了）した外国人留学生の学位取得状況

47. 4 188 1,47 8 3,12 0 75.1  4,9 55 6,5 98 合計

32. 3 26 192 595  62. 5 509  814 その他

33. 3 0 3 9 97. 0 32 33 家政

36. 8 0 14 38 88.1  118 134 芸術

31.9  2 15 47 82. 3 432  525  教育

79. 7 44 417 523  80. 8 97 120 保健

66. 3 17 228  344  87. 4 320  366  農学

46. 4 40 344  741 78. 6 871 1,108  工学

42. 6 14 87 204  57. 2 119 208  理学

32. 4 29 133 411 75.1  1,92 8 2,5 66 社会

21.6  16 45 208  73.1  529  724  人文

b/a
(％ )

論文博士取得者数
(内数 ) (人 )

学位取得者数 (b) 
(人 )

入学者数(a)
(人 )

b/a
(％ )

学位取得者数 (b) 
(人 )

入学者数(a)
(人 )

博士課程修士課程
区分

専攻分野

注）入学者数・・・修士課程は平成 15年度入学者数 博士課程は平成 14年度入学者数（医歯系は平成 13年度）
学位取得者数・・・平成16年４月から平成 17年３月（博士課程は論文博士含む）
「その他」には、入学時に専攻分野が確定していない者を含む 。

平成19年度留学生交流関係予算概算要求

平成19年度要求額 441億円 (うちODA 393億円)   
〔平成18年度予算額 413億円 (うちODA 369億円 )〕

1 国費外国人留学生受入れの充実 248億円 (227億円 )

受入れ 11,783人⇒ 12,554人 (771人増)
月額奨学金 学部 134,000円、大学院172,000円

う ち、留学生・産業界交流促進プログラム (新規 ) 〔 17億円、700人〕

2 私費外国人留学生等への援助 136億円 (131億円 )

(1)私費外国人留学生等学習奨励費 83億円 (  80億円)

・大学・専門学校等 11,350人⇒ 11,550人 (200人増)
・日本語教育機関 650人⇒ 850人 (200人増)

(2)授業料減免学校法人援助 35億円(  33億円)

(3)短期留学推進制度 18億円 (  18億円)

・受 入 1,600人⇒ 1,760人 (160人増)

3 日本人学生の海外留学の支援 10億円 ( 8億円 )
(1)長期海外留学支援 5億円 ( 3億円)

・派 遣 120人⇒ 186人 (66人増)

(2)短期留学推進制度 5億円 ( 5億円)

・派 遣 665人⇒ 720人 (55人増)

この他に、

○奨学金貸与制度(有利子)による海外留学の支援 37億円 ( 34億円)

・貸与人員 3,132人⇒ 3,461人 (329人増)

4 留学生に対する教育・研究指導の支援等 47億円 ( 46億円 )
(1)地域における留学生交流の推進

(2)大学等における留学生への教育・研究指導の支援 等


